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森ノ宮北地区周辺図

森
之
宮
北
♂
大
阪
市
都
計
審
が
都
市
計
画
決
定

｝
１
１
‥
開
発
を
見
切
り
発
車

　
大
阪
城
公
園
の
東
、
大
阪
市
城
東
区
の
森
之
宮
地
域
で
新
た
な
再
開
発
計
画
が
勘
合
始
め
て
い
ま
す
。
大
阪
府
立
大
学
と

大
阪
市
立
大
学
を
統
合
し
て
来
年
４
月
に
発
足
す
る
「
大
阪
公
立
大
学
」
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に
、
商
業
施
設
や
宿
泊

施
設
な
ど
を
順
次
整
備
す
る
と
い
う
も
の
。
８
月
の
大
阪
市
都
市
計
画
審
議
会
で
、
再
開
発
に
か
か
お
る
森
之
宮
北
地
区
の

都
市
計
画
決
定
を
可
決
し
ま
し
た
が
、
開
発
が
本
当
に
必
要
な
の
か
、
地
元
住
民
の
理
解
や
合
意
が
得
ら
れ
て
い
る
の
か
ー

―
問
題
は
山
積
し
た
ま
ま
で
す
。

住
民
合
意
な
ど
問
題
山
積

大阪公立大学の新キャンパスが整備されよう

としている森之宮北地区(大阪市城東区)

　
新
し
い
学
舎
は

　
2
5
年
度
に
開
設

　
森
之
宮
北
地
区
（
約
1
2
・

３
鉛
）
は
Ｊ
Ｒ
大
阪
環
状
線

の
大
阪
城
公
胆
沢
の
東
側

で
、
第
二
寝
屋
川
に
面
し
た

地
域
。
廃
止
さ
れ
た
大
阪
市

の
ご
み
焼
却
場
（
森
之
宮
工

場
）
の
跡
地
や
、
同
工
場
を

建
て
替
え
る
予
定
だ
っ
た
用

地
、
中
浜
下
水
処
理
場
な
ど

が
合
ま
れ
、
Ｕ
Ｒ
森
之
宮
第

２
団
地
が
南
に
隣
接
し
て
い

ま
す
。

　
計
画
で
は
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、

Ｄ
の
４
地
区
に
分
け
、
新
キ

ャ
ン
パ
ス
と
商
業
施
設
な
ど

大阪市都市計画審議会

を
整
備
す
る
Ａ
地
区
（
約
２

・
７
鉛
）
を
先
行
的
に
開
発

し
ま
す
。

　
「
二
重
行
政
の
解
消
」
の

名
で
大
学
統
合
を
強
行
し
て

き
た
府
市
と
新
大
学
の
法
人

は
、
昨
年
１
月
に
「
新
大
学

基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
「
基
本
構
想
」
は
、
2
5

年
度
に
森
之
宮
に
新
キ
ャ
ン

パ
ス
を
整
備
す
る
と
し
ま
し

た
が
、
事
業
費
は
１
千
億
円

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
う
た
い
文
句
を

　
掲
げ
て
い
る
が

　
府
と
大
阪
市
は
維
新
の
松

井
府
政
、
橋
下
市
政
時
代
の

２
０
１
２
年
に
、
大
阪
本
城

を
中
心
と
し
た
「
成
長
戦

略
」
の
青
写
真
と
な
る
「
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
・
大
阪
」

を
策
定
し
、
大
阪
城
と
そ
の

宍
辺
地
域
で
は
「
森
之
宮
地

域
の
活
性
化
」
な
ど
を
明

記
。
府
本
は
珀
年
か
ら
再
開

発
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
、

昨
年
８
月
に
基
本
方
針
と
な

る
Ｉ
・
天
坂
城
東
部
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
」
を
決

め
ま
し
た
。

　
基
本
方
針
で
は
「
新
大
学

を
先
導
役
に
し
て
、
観
光
集

客
・
医
療
健
康
・
人
材
育
成

・
居
住
機
能
等
の
集
積
に
よ

り
、
多
世
代
・
多
様
な
人
が

集
い
、
交
流
す
る
国
際
色
あ

る
ま
ち
」
を
う
た
い
文
句
に

し
て
い
ま
す
が
、
Ａ
地
区
以

外
は
土
地
利
用
の
中
身
が
、

現
段
階
で
は
漠
然
と
し
た
ま

ま
で
す
。

コ
ロ
ナ
以
前
の
計
画

立
ち
止
ま
る
べ
き
だ

　
８
月
2
5
目
聞
か
れ
た
大
阪

市
都
市
計
画
審
議
会
は
、
こ

共
産
・
山
中
議
員
が
反
対

の
地
区
計
画
を
賛
成
多
数
で

可
決
。
審
議
会
の
委
員
は
学

識
経
験
者
1
5
人
、
大
阪
市
議

1
4
人
で
す
が
、
質
問
し
て
反

対
し
た
の
は
日
本
共
産
党
の

山
中
智
子
議
員
だ
け
で
し

た
。
　
山
中
氏
は
「
大
学
統
合
の

議
論
の
中
で
、
森
之
宮
に
巨

費
を
か
け
て
キ
ャ
ン
パ
ス
を

整
備
す
る
話
が
唐
突
に
出
さ

れ
た
」
と
指
摘
。
コ
ロ
ナ
禍

で
財
政
状
況
が
大
き
く
変
わ

る
中
で
、
コ
ロ
ナ
以
前
の

「
成
長
戦
略
」
や
新
キ
ャ
ン

パ
ス
建
設
も
立
ち
止
ま
り
、

今
あ
る
学
舎
を
活
用
し
て
魅

力
あ
る
大
学
を
つ
く
る
と
い

う
発
想
は
な
い
の
か
と
主
張

し
ま
し
た
。

　
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
約
７

千
人
の
学
生
・
教
職
員
が
迎

い
ま
す
が
、
駐
輪
賜
は
2
0
台

し
か
計
画
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
山
中
氏
は
、
大
学
側
の

説
明
会
（
７
月
）
で
住
民
か
ら

驚
き
や
田
辺
地
域
な
ど
へ
の

違
法
駐
輪
を
心
配
す
る
声
も

出
た
と
し
、
「
『
開
か
れ
た
大

学
』
と
言
い
な
が
ら
、
宍
辺

地
域
の
方
々
も
自
転
車
で
行

け
な
い
と
い
う
こ
と
だ
」
と

批
判
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
住

民
説
明
会
に
も
限
ら
れ
た
人

し
か
参
加
で
き
ず
、
住
民
の

‥
　
声
を
十
分
に
聞
い
て
い
な
い

質
問
す
る
山
中
氏
＝
８
月
2
5

□
、
大
阪
市
役
所
内

(2021年10月３日付大阪民主新報)

と
述
べ
ま
し
た
。

　
山
中
氏
は
「
街
づ
く
り
は

本
来
、
も
っ
と
時
間
を
か
け

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
全
体
像
を
描
さ
な
が
ら
進

め
る
べ
き
「
全
体
像
が
見
え

な
い
中
、
Å
地
区
だ
け
急
い

で
決
め
る
こ
と
は
、
都
市
計

画
と
し
て
お
か
し
い
」
と
断

じ
ま
し
た
。

　
９
月
2
2
目
の
大
阪
市
議
会

都
市
経
済
委
員
会
で
は
、
府

立
大
学
と
大
阪
市
立
大
学
の

統
合
に
当
た
っ
て
、
定
款
変

更
や
中
期
目
標
を
変
更
す
る

議
案
を
審
議
。
山
中
議
員

は
、
よ
り
よ
い
大
学
を
目
指

す
の
で
は
な
く
、
「
二
重
行

政
の
無
駄
」
と
決
め
付
け
て

統
合
議
論
を
強
硬
に
連
め
ら

れ
て
合
た
と
指
摘
し
ま
し

た
。
　
新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
「
学
生

の
こ
と
を
深
く
考
え
ず
、
公

立
大
学
で
あ
り
な
が
ら
、
地

域
貢
献
ど
こ
ろ
か
地
域
の
街

づ
く
り
へ
の
配
慮
も
な
く
、

地
域
に
か
け
る
迷
惑
も
考
え

て
い
な
い
。
こ
の
状
況
で
よ

句
よ
い
大
学
に
な
る
と
は
到

底
思
え
な
い
」
と
述
べ
、
議

案
に
反
対
し
ま
し
た
。

　
㈲
薗

　
９
月
1
9
旧
号
７
面
で
掲
載

し
た
連
載
「
続
大
阪
の
街
道

を
歩
く
」
（
第
3
5
回
）
の
記
事

中
、
文
末
の
堺
市
東
区
の
地

名
「
草
野
」
は
「
草
屋
」
の

誤
り
で
し
た
９
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